
 

 

 

 

 

第１２回園部町・八木町・日吉町・美山町合併協議会 
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日時：平成 17 年 11 月 21 日（月）午後３時 10 分から 

場所：園部町 園部国際交流会館 

 



 

第１２回園部町・八木町・日吉町・美山町合併協議会 会議概要 

 

開催日時 

平成１７年１１月２１日(月) 

午後３時１０分から 午後３時５０分まで 

開催場所 園部町 国際交流会館 

議長氏名 野中 一二三 会長 

出席者氏名 別紙「出席者名簿」のとおり 

欠席者氏名 なし 

事務局氏名 別紙「事務局名簿」のとおり 

会議録署名委員  福嶋 利夫 委員 、 藤岡 裕英 委員 

公開・非公開の別 公 開 

傍聴人の人数 ５名（うち報道関係４名） 

 

会議事項 

 

 

別紙次第のとおり 

 

 

その他項目 

 

会議経過 別添のとおり 

議
 

事
 

会議資料 別添「資料」のとおり 

 



 

     出出出出    席席席席    者者者者    名名名名    簿簿簿簿        

    

＜ １号委員 ＞                ＜ ３号委員 ＞ 

野中 一二三 会長               上野 嘉雄  委員 

岸上 吉治  副会長              滝村 尚史  委員 

仲村 脩   副会長              前田 三子  委員 

 中島 三夫  副会長              田中 博   委員 

 奥村 善晴  委員               牧野 修   委員 

 廣瀬 傳次  委員               川勝 儀昭  委員 

浅野 敏昭  委員               谷  幸   委員 

 箱田 博治  委員               中川 晃   委員 

               福嶋 利夫  委員 

                        齊藤 進   委員 

 ＜ ２号委員 ＞                藤岡 裕英  委員 

 中川 圭一  委員               藤林 芳朗  委員 

高橋 芳治  委員               湯浅 滿男  委員 

 井尻 治   委員               吉田 紀子  委員 

 柿迫 義昭  委員               吉川 元治  委員 

村田 憲一  委員               上原 正義  委員 

見 徳寛  委員               大牧 義夫  委員 

吉田 繁治  委員               佐々木 智康 委員 

長野 弘   委員               中西 多嘉子 委員 

谷  義治  委員               末武 徹   委員 

中川 幸朗  委員               井上 忠司  委員 

出野 敏   委員               新田 一郎  委員 

 古屋 正雄  委員                

 



 

    事事事事    務務務務    局局局局    名名名名    簿簿簿簿     

事務局長 奥村 善晴 

事務局次長事務調整班班長 山脇 惠次 

参事 峯松 裕之 

参事補佐 村上  章 

総合調整班班長 伊藤 泰行 

実施計画班班長 永口 茂治 

組織･人事班班長 大野 光博 

 組織･人事班 塩貝 潔子 

 実施計画班 国府 諭史朗 

 事務調整班     吉田  惠 

 総合調整班 市原  丞 

 実施計画班     野々口 智司 

 事務調整班 八木 正司 

 総合調整班     塩内 公博 

 組織･人事班     福井  修 

 

    専専専専    門門門門    部部部部    会会会会    長長長長    名名名名    簿簿簿簿        

総務部会 松田 清孝 

議会部会 木村 清司 

税務部会  橋本 早百合 

企画部会 西村 良平 

住民部会 栃下 辰夫 

保健福祉部会 

福祉事務所開設準備部会 

山内 晴貴 

教育部会 川邊 清史 

建設部会 西岡 克己 

産業経済部会 神田  衛 

上下水道部会 井上 修男 



 

第１２回 園部町・八木町・日吉町・美山町合併協議会 会議経過 

 

 

１．開 会 

 ・ 事務局より配付資料確認 

 

 

２．挨 拶 （成立報告含む） 

≪ 野中会長 ≫ 

 それでは皆さん、こんにちは。大変お忙しい中、お集まりを頂きましたことに、まず感謝を申

し上げたいと存じます。本日をもって、合併協議会の一定の終止符を打つという計画を致してお

るわけでございますが、今日までの経過を少々たどってみたいと思います。４町の合併協議会が

平成１６年４月１５日に第１回の会議を開催致しまして以来、１２回にわたります会議を重ねて

頂きました。その上に、新市建設計画策定小委員会が１４回にわたり、総務・企画・議会小委員

会が１２回にわたり、住民・福祉・保健衛生・環境小委員会については１１回、建設・産業・上

下水道小委員会は１１回、教育小委員会は９回、幹事会は２４回の開催を頂き、合併協議会とし

ては１２回を重ね、各小委員会は５２回を数えました。幹事会は、２４回を数えたのが実際でご

ざいました。合併調印式は、本年３月１３日に開催し、合併関連議案の４町で議決を、３月２５

日の４町の議会で可決頂いて、廃置分合申請を３月３０日にしたのが実際でございます。先ほど

表彰を致しました市章の選定委員会は、３回にわたって開催を頂いた経過がございます。このよ

うな流れがございましたけれども、あと１ヶ月余りを残すのみになって参りました。さらに４町

で悔いのない整理をして頂く責任もあろうと思います。 

私たちは、新しい南丹市に向けての期待を込めた対応をしていくべきであって、私は先日も園

部町において、閉町式をどうするのかという起案が上がって参りました。閉町ではない、南丹市

の発展の道しるべとすべきであると、私たちは後退した表現をすべきではないと、指摘をしたの

が実際でございまして、やはり新しい南丹市に向けての私たちは第１歩を踏み出すための、その

式典を行うべきである。そんな定義をして取り組みたいというふうに思っておるのが実際でござ

います。それぞれの考え方や、取り組む姿勢があろうと思いますが、何はともあれ、これだけ多

くの皆さんが数多くの開催を頂いて、合併に向けて歩んで頂きました。私たちは、ゆるやかな歩

みであったとしても、力合わせて南丹市の第１歩を踏み出す時期が来年の１月１日であろうとい

うふうに思っておるのが本意でございます。それぞれご協力を頂きました各位委員の皆さんに改

めて厚くお礼を申し上げますと同時に、どうぞ来年１月１日以降の南丹市のあり方についても、

皆さんがそれぞれの部署でご理解やご協力を頂き、よりよい南丹市の発展のためにお力添えを頂

きますことを心からお願いを申し上げて、ご挨拶に致します。大変ご苦労様でございます。 

 

 

３．議 事 

 ・ 協議会規約第１０条第２項「会長は会議の議長となる」により野中会長が議長 



 

 ・ 野中議長より本日の会議の議事録の署名人２名（福嶋

ふくしま

利夫

と し お

委員、藤岡

ふじおか

裕英

ひろひで

委員）を指名 

 

（１） 報告事項 

 

報告報告報告報告第第第第２６２６２６２６号号号号：：：：    合併協定項目事務細部合併協定項目事務細部合併協定項目事務細部合併協定項目事務細部調整調書調整調書調整調書調整調書についてについてについてについて【【【【説明説明説明説明】】】】    

別紙資料に基づき、合併協定項目事務細部調整調書について事務局より説明。    

合併協定項目の調整整理については、１「合併の方式に関すること」など、基本協定項目５項

目、２「議会議員の定数及び任期の取扱いに関すること」など、合併特例法に規定される項目４

項目、その他必要協定項目４１項目、合わせて５０項目として進め、これを細分化して１，３７

４項目の総計となった。これらを合併協議会の５つの小委員会に提起し、まとめを委員長から報

告、協議会決定となった。全体として、平成１７年３月１３日に合併協定書として調印された。 

決定後の協定項目の、「現行のまま新市に継承する。」、「一元化のうえ新市に継承する。」、「新

市において調整する。」、「新市において廃止する。」等の調整結果に基づき、細部にわたり、各分

科会及び各専門部会で延べ７００回以上の調整会議を行い、事務や制度を調整し、助役会に提案、

確認した。過程で町長会に諮り、決定された項目もある。これら事務細部調整調書として、１，

４０８項目としてまとめ、各協議会委員に過日送付した。各項目について直接住民に関わる事柄

については、『南丹市くらしのあんない版』等、あらゆる機会にお知らせする。今後における国

や京都府の法律・条令等の改正によります施策の改正及び、社会状況の変化、予算枠等の状況変

化等により、一部改正修正等も起こり得る。 

 

報告第報告第報告第報告第２７２７２７２７号号号号：：：：    合併時合併時合併時合併時にににに設置設置設置設置するするするする委員会委員会委員会委員会についてについてについてについて【【【【説明説明説明説明】】】】    

別紙資料に基づき、南丹市発足までに必要な準備作業項目の進行予定について事務局より説明。    

地方自治法第１８０条の５で、市町村の執行機関として、教育委員会、選挙管理委員会、固定

資産評価審査委員会、監査委員会、農業委員会、公平委員会等は、法律で設置を義務付けられて

いる。この委員においては、新設合併により平成１７年１２月３１日をもって失職となる。この

ため、合併後、新たに選任または選挙することとなるが、職務の継続性が求められることなどか

ら、新設合併の場合は、教育委員会の最初の委員、議会で選挙されるまでの間の選挙管理委員会

の委員、固定資産評価審査委員会の委員に限り、新しい市長の就任を待たずに、合併時に一定期

間その職務を行う委員をお願いする。 

選任については、教育委員会は地方教育行政の組織及び運営に関する法律施行令第１８条に、

選挙管理委員会は地方自治法施行令第４条に、固定資産評価審査委員会は地方税法第４２３条に

それぞれ定められており、南丹市の初の議会の会期の末日を任期として、選任する。 

平成１７年１０月２０日、３委員会の各町代表で集まり、合併準備局長等より説明、その進め

についてお願いした。その後、各町各委員会で協議され、南丹市発足時に就任の委員を内定され

た。南丹市発足の平成１８年１月１日、それぞれ委員会を開催、会長、委員長等の選出をはじめ、

所要の協議が行われる。なお、農業委員会も、合併後早期に設置できるよう協議中である。 

 

報告第報告第報告第報告第２２２２８８８８号号号号：：：：    南丹市南丹市南丹市南丹市くらしのあんないくらしのあんないくらしのあんないくらしのあんない版版版版にににについてついてついてついて【【【【説明説明説明説明】】】】    



 

別紙資料に基づき、『南丹市くらしのあんない版』について事務局より説明。    

本日、配布した『南丹市くらしのあんない版』は、１１月１５・１６日にかけて、各町に配布

した。今後各町にて全戸配布される予定である。この冊子は、合併協議会で調整してきた内容の

内、直接住民に関係のある内容について各専門部会で整理し、本文７４ページ・１４項目にまと

めた。 

 

協議第協議第協議第協議第１３６１３６１３６１３６号号号号：：：：    平成平成平成平成１７１７１７１７年度合併協議会中間決算年度合併協議会中間決算年度合併協議会中間決算年度合併協議会中間決算のののの認定認定認定認定についてについてについてについて【【【【説明説明説明説明】】】】    

別紙資料に基づき、平成１７年度合併協議会中間決算の認定について事務局より説明。    

なお、報告の決算については、平成１７年４月１日から１０月末日までの決算であり、南丹市

発足までの１１月・１２月分の歳入歳出については収支見込額である。 

歳入について、１款「府支出金」、合併協議会の事業に対する京都府より３，００８千円の補

助金の予算を計上しているが、補助金の受け入れが１２月見込みであり、収入はない。２款「繰

越金」、第１０回合併協議会で承認された前年度からの繰越金として、１５，８３９，８６９円

の収入となり、３款「諸収入」、預金利子で５１円の収入となる。以上により、１０月末の歳入

合計が１５，８３９，９２０円となる。 

歳出について、１款１項「調査研究費」、合併にかかる先進地の研修視察として、京丹後市、

滋賀県高島市、奈良県葛城市への旅費等として、２３６，０８３円の支出を行い、２項「広報啓

発費」、合併協議会だより発行・名付親大賞にかかる懸賞金等に１，９７３，１５４円を支出し

た。２款１項「会議費」、協議会委員報酬・費用弁償等で９８９，１８６円を支出し、２項「事

務費」、協議会事務局でのコピーリース料・臨時職員賃金負担金等で２，５０２，９９６円を支

出した。３款１項「合併準備局費」、事務所借上料・事務用備品借上料等に３，５５３，６１５

円を支出し、３款「予備費」、他科目への充用はない。以上により、歳出合計が９，２５５，０

３４円の支出となり、歳入歳出の差引残額は１０月末日で６，５８４，８８６円である。 

１１月１２月の収支見込額について。収入は、１０月末残高の６，５８４，８８６円、及び歳

入の第１款で予算化している京都府からの未来づくり交付金３，５０５，０００円が収入見込み

額である。当初予算では予算額を３，００８千円としていたが、京都府のご配慮により、４９７

千円の増額収入とする。以上の合計が収入見込み額として１０，０８９，８８６円とする。 

支出見込額とて、８，５５１，７７８円となり、内訳は、中程の表のとおり。主な支出予定は、

前回の協議会で決定された南丹市の市章にかかる懸賞に４２０，０００円、南丹市全域で各戸配

布の『くらしのあんない版』作成経費として１，９９５，０００円、南丹市の発足に向けて京都

府下全域を対象にした新聞広告料２，０００，０００円などの支出を予定している。以上より、

歳入歳出差引見込額１，５３８，１０８円を南丹市の一般会計に引き継ぐこととなるが、最下部

の表の２２３，６５０円については、支払が１月となるので、南丹市の一般会計で支出する。１

１月及び１２月の決算については、証拠書類・通帳等整理して南丹市に決算書類一件として引き

継ぐことで、廣瀬・谷口両監査委員から了解を得ている。 

 

別紙資料に基づき、中間決算審査について廣瀬監査委員より説明。    

 平成１７年度園部町・八木町・日吉町・美山町合併協議会の歳入歳出予算の執行状況について



 

は、審査の結果、証拠書類等正確に整備され、計数に誤りもなく適切に処理されていることを報

告する。 

 １．審査対象期間 平成１７年４月１日から平成１７年１０月３１日まで 

２．予算執行状況 歳入歳出予算現額 １８，８４８，０００円 

歳入調停額    １５，８３９，９２０円 

収入済額     １５，８３９，９２０円 

支出済額      ９，２５５，０３４円 

歳入歳出差引残高  ６，５８４，８８６円 

３．審査年月日  平成１７年１１月８日 

４．審査場所   園部国際交流会館、第５研修室 

監査委員・谷口光一、同廣瀬吉里 

≪ 廣瀬監査委員 ≫ 

意見書としまして取りまとめますけれども、発足当時平成１６年度予算４，６００万円から出

発致しまして、１６年度の決算では、１５，８３９，８６９円となり、それを取り次がれまして、

１７年度の予算にされたわけですけれども、１７年度の中間決算合計は、６，５８４，８８６円

でした。１７年の１１月・１２月収入見込額は、府補助金が入ると致しまして、合計が１０，０

８９，８８６円で、１１月・１２月の収支差引見込額である１，３１４，４５８円を南丹市へ繰

り越される見込みとなっております。 

 これもひとえに事務局の皆様によりまして、限られた予算の中で、４町からの補充金もなく、

並々ならぬ経費減により実現され努力されたことを、深く敬意を表す次第であります。 

 

→→→→    全員賛成全員賛成全員賛成全員賛成でででで協議協議協議協議会認定会認定会認定会認定。。。。 

 

協議第協議第協議第協議第１３７１３７１３７１３７号号号号：：：：    園部町園部町園部町園部町・・・・八木町八木町八木町八木町・・・・日吉町日吉町日吉町日吉町・・・・美山町合併協議会美山町合併協議会美山町合併協議会美山町合併協議会のののの廃止廃止廃止廃止にににについてついてついてついて【【【【説明説明説明説明】】】】    

別紙資料に基づき、本合併協議会の廃止について事務局より説明。    

本合併協議会は、地方自治法第２５２号の２第１項の規定に基づき、昨年３月の各町定例議会

にて議決され、４月１５日の第１回協議会から１年９ヶ月間で１２回開催された。規約第３条に

規定の協議会事務の全てが１２月３１日をもって終了する予定であるため、合併協議会廃止案件

について提案する。なお、本案が決定後、各町の１２月定例議会において、合併協議会廃止議案

が議決され、京都府知事に届出を行う予定である。 

→→→→    全員賛成全員賛成全員賛成全員賛成でででで協議会決定協議会決定協議会決定協議会決定。。。。 

 

（３） その他 

・ 第１２回合併協議会の会議録について 

    資料に基づき、事務局より説明 

    今回が最終の協議会であるため、第１２回合併協議会の会議録は、会長指名の会議録署

名委員・協議会会長の署名終了後、公開する予定である。 

 



 

 ・南丹市開市式・業務開始式の日程（予定）について 

    南丹市開市式    日時：平成１８年１月１日（日） 午後１０時から 

場所：園部町 南丹市役所本庁 

 南丹市業務開始式  日時：平成１８年１月４日（水） 午前８時から 

           場所：各支所 

 

４．閉 会 

・ 野中一二三副会長より閉会の挨拶（全文） 

≪ 野中会長 ≫ 

〔 閉会挨拶 〕 

 それでは、当初にご挨拶を申し上げましたように、本年３月１３日に調印式を開催致しまして

以来、数多くの会議を専門各位の皆さんや協議会委員の皆さんにお世話になりました。本日をも

って合併協議会を開催し、閉じることとなりました。今日まで大変ご尽力を頂きました各位の皆

様に心から厚くお礼を申し上げたいと存じます。 

いよいよ来年１月１日からは、南丹市が発足を致します。１月４日には業務の開始式がされる

わけでございますが、私はやはりこの南丹市の合併を最大の成果あらしめるためには、一番重要

なことには、ゆっくりやさしくみんなで力を合わせて進みたい、これが私たちが今日まで皆さん

のお力添えを頂きながら合併協議会の会長としてまとめて参りました私の最後のお願いでござい

ます。新しい南丹市の発足に向けて、みんなでゆっくりやさしく、そして力を合わせて進んでい

けるような南丹市であってほしい。一人ひとりが慌て過ぎて問題を起こしてはなりません。どう

ぞ、今日お集まりを頂きました皆さん、またそれぞれの事務局の職員の皆さん、それぞれ担当課

の職員の皆さんと、今後いろいろとかかわって頂だかなければならない皆さんが、多数おいでで

ございますけれども、今申し上げたように、ゆっくりやさしくみんなで力を合わせて進みたい、

この願いを最大に活かして頂きます皆さんであってほしいことを心からお願いを申し上げて閉会

のご挨拶と致します。大変ご苦労様でございました。 

 

以上 


